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私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と

市
で
は
、
使
い
捨
て
型
か
ら
循
環
型
社

会
に
変
え
る
４
Ｒ
運
動
を
基
本
に
、
ご
み

の
減
量
化
と
再
資
源
化
を
推
進
し
て
い
ま

す
。よ

り
良
い
環
境
の
た
め
に
次
の
こ
と
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
類
、
び
ん
類
、

白
色
ト
レ
イ
な
ど
資
源
ご
み
の
分
別
を

徹
底
し
、
ご
み
出
し
の
際
は
洗
っ
て
資

源
ご
み
に
出
す

・
名
刺
よ
り
大
き
な
紙
類
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
よ
う
心
掛
け
、
新
聞
や
雑
誌
類

と
し
て
資
源
ご
み
に
出
す

・
剪せ

ん

定て
い

ご
み
は
、
乾
燥
さ
せ
て
持
ち
出
す

・
生
ご
み
は
、
水
を
よ
く
切
っ
て
捨
て
る

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
「
食
品
ロ
ス
」。
約
半
分
は
一
般
家
庭

か
ら
出
て
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

た
め
、
次
の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
材
な
ど
必
要
な
分
だ
け
を
購
入
し
、

最
後
ま
で
使
い
切
る

・
毎
月
30
日
、
10
日
は
家
庭
の
冷
蔵
庫
内

を
点
検
す
る
「
３さ

ん
ま
る
い
ち
ま
る

０
１
０
運
動
」
を
行

う
・
食
材
の
「
消
費
期
限
」
や
「
賞
味
期
限
」

を
確
認
し
、
期
限
の
迫
っ
て
い
る
食
材

か
ら
使
う

◉
受
付
時
間

９
時
30
分
〜
12
時

◉
受
付
日
程

日
程

場
所

４
／
21
㈪

横
市
地
区
公
民
館

４
／
22
㈫

祝
吉
地
区
公
民
館

４
／
23
㈬

小
松
原
地
区
公
民
館

４
／
24
㈭

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

４
／
25
㈮

五
十
市
地
区
公
民
館

４
／
28
㈪

長
寿
館

補
助
の
概
要

◉
対
象

５
〜
10
人
槽
の
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
処
理
区
域
外
に
あ
る
個
人
住
宅
、

ま
た
は
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が

住
居
に
使
用
さ
れ
る
店
舗
併
用
住
宅

※
新
築
住
宅
（
建
て
売
り
住
宅
・
注
文
住

宅
）
や
別
荘
、
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
お

よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

◉
補
助
内
容
・
金
額

①
転
換
補
助

く
み
取
り
槽
や
単
独
処
理

※
福
祉
課
や
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
４
月
か

ら
受
け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま
す

◉
対
象

70
歳
以
上
ま
た
は
、
65
歳
以
上

の
運
転
免
許
を
所
持
し
て
い
な
い
市
民

◉
交
付
手
数
料

千
円

◉
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
新
規
】（
代
理
申
請
不
可
）

・
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真（
横
２
・

５
㌢
×
縦
３
㌢
で
、
脱
帽
し
、
顔
が
鮮

明
に
写
っ
て
い
る
も
の
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
、
本
人
確
認
書
類

【
更
新
】

・
所
持
し
て
い
る
敬
老
バ
ス
券

・
写
真
が
古
い
場
合
は
、
新
し
い
写
真

浄
化
槽
か
ら
転
換
す
る
場
合

5
人
槽

33
万
2
千
円

7
人
槽

41
万
4
千
円

10
人
槽

54
万
8
千
円

②
既
設
槽
の
撤
去
費
補
助

・
単
独
処
理
浄
化
槽

上
限
12
万
円

・
く
み
取
り
槽

上
限
９
万
円

③
宅
内
配
管
工
事
費
補
助

上
限
20
万
円

※
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い

敬
老
バ
ス
券
の

交
付
・
更
新
手
続
き

快
適
な
生
活
と
美
し
い

環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う

各
地
区
公
民
館
な
ど
を
巡
回
し
て
受
け
付
け
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
で

宮
崎
交
通
や
高
崎
観
光
バ
ス
、鹿
児
島

交
通
、本
村
交
通
の
路
線
バ
ス
で
、乗
車
１

回
に
つ
き
１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
敬
老

特
別
乗
車
券（
敬
老
バ
ス
券
）の
交
付
・
更

新
手
続
き
を
、各
地
区
公
民
館
を
巡
回
し

て
受
け
付
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
-3
1
0
2

炊
事
や
洗
濯
、風
呂
な
ど
普
段
の
生
活

で
発
生
す
る
生
活
排
水
。
適
切
に
処
理
さ

れ
な
い
ま
ま
河
川
な
ど
へ
流
れ
る
と
、河

川
の
水
質
が
悪
化
す
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、家
庭
か
ら
出
る

生
活
排
水
を
浄
化
し
、環
境
負
荷
の
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
で
は
、設

置
推
進
員
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取

り
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
際

の
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
-２
１
３
０

4Ｒ運動とは

ごみになるものは断るＲefuse
リフューズ

ごみを減らすＲeduce
リデュース

繰り返し使うＲeuse
リユース

再生利用するＲecycle
リサイクル

使
用
済
み
小
型
家
電
は

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、使
用
済
み
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
本
庁
や
各
総
合
支

所
、各
地
区
公
民
館
、商
業
施
設
な
ど
28

カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

使
用
済
み
小
型
家
電
は
、大
切
な
資
源

で
す
。
小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ
タ

ル
や
貴
金
属
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、回

収
に
協
力
く
だ
さ
い
。
対
象
の
品
目
な
ど

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

―
事
業
活
動
に
伴
う
ご
み
は

適
正
に
処
理
し
て
い
ま
す
か
？

事
業
規
模
や
、
法
人
ま
た
は
個
人
経
営
、

営
利
ま
た
は
非
営
利
な
ど
を
問
わ
ず
、
事

業
の
営
み
に
よ
り
発
生
す
る
事
業
系
ご
み

（
店
舗
兼
住
宅
の
店
舗
部
分
か
ら
出
る
ご

み
を
含
む
）
は
、
事
業
者
の
責
任
で
適
正

に
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
事
業
系
ご
み
を
市
の
指
定
し
た
ご
み
置

き
場
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
に
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん

―
仕
分
け
の
仕
方
は
？

事
業
系
ご
み
は
事
業
系
一
般
廃
棄
物
と

産
業
廃
棄
物
に
分
別
し
、
各
収
集
運
搬
許

可
業
者
に
収
集
を
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
は
、
処

理
施
設
に
直
接
搬
入

す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。な

お
、
紙
類
な
ど

の
資
源
物
は
、
積
極

的
に
民
間
の
資
源
回

収
業
者
に
引
き
取
り

を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

※
事
業
系
ご
み
の
処

理
方
法
や
分
別
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

ごみを減らして
「ずっと暮らしたい都城」

ごみの排出量が増加すると、処理経費の高騰だけでなく、
地球温暖化など私たちの生活環境にも影響を及ぼします。
次世代により良い環境を引き継いでいくためにも、この

機会に、日頃の生活を見直してみませんか。
◎問い合わせ　環境業務課　☎24-5560

合併処理浄化槽
設置推進員

松岡　洋一

市民の皆さんのお宅を訪問して、
補助内容の説明や普及啓発を行っ
ています。環境負荷を最小限に抑
えるためにも、この機会にぜひ設
置を検討ください。
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